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大
分
県
で
は
、こ
の
先
25
年
後
に
は
、人
口

が
１
０
０
万
人
を
下
ま
わ
る
統
計
が
の
き
な

み
公
表
さ
れ
、不
安
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。当

杵
築
市
で
も
人
口
が
激
減
す
る
見
込
み
で

す
。成
長
産
業
と
し
て
の
医
療
介
護
、健
康
産

業
は
国
も
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
停
滞
す
る
で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う

な
将
来
を
見
据
え
た
時
、人
材
確
保
の
困
難

性
を
み
て
も
、村
と
し
て
は
こ
れ
以
上
の
事

業
拡
大
は
容
易
で
は
な
く
、望
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。入
所
施
設
を
中
心
と
し
た
機
能
の

充
実
が
大
事
と
な
る
で
し
ょ
う
。障
が
い
者

施
設
や
高
齢
者
施
設
は
低
所
得
者
や
重
度
者

の
方
を
受
け
入
れ
る
為
、圏
域
ご
と
の
最
低
ベ

ッ
ド
数
を
確
保
し
た
圏
域
内
で
の
施
設
で
あ

れ
ば
、解
体
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま

す
。ま
た
、国
は
地
方
の
衰
退
を
危
惧
し
て
地

方
創
生
担
当
相
を
新
設
し
ま
し
た
が
、地
方

の
雇
用
対
策
や
空
き
家
対
策
を
考
え
併
せ
、

大
都
市
居
住
の
高
齢
者
は
介
護
難
民
と
な
っ

て
地
方
へ
の
移
住
は
避
け
て
通
れ
な
い
現
実

と
な
り
、こ
の
点
も
政
策
誘
導
を
す
る
こ
と

と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
現
在
考
え
ら
れ
る
村
の
方
向
性
は
、日

出
部
は
障
が
い
者
の
Ｇ
Ｈ（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）建
設
、発
達
障
が
い
の
人
達
の
受
け
皿
と

な
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
拡

張
。杵
築
障
が
い
部
も
同
様
に
Ｇ
Ｈ
増
築
、

「
誠
」就
労
部
の
６
次
産
業
を
見
込
ん
で
村
の

加
工
場
整
備
、並
び
に
営
業
と
発
注
、そ
し
て

工
場
の
稼
働
率
向
上
。そ
の
為
に
は
白
萩
農

園
を
就
労
部
門
に
取
り
込
ん
だ
組
織
体
系
と

し
て
運
営
し
て
い
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
障
が
い
の
入
所
施

設
部
は
リ
ハ
ビ
リ
等
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、介
護
予
防
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。高
齢
者
部
は
要
支
援
者・軽
度
の
障
が
い

者
の
受
け
皿
と
し
て
の
高
齢
者
住
宅
の
整

備
、更
に
、日
出
町
に
お
い
て
も
地
方
の
高
齢

者
移
住
計
画
に
基
づ
い
た
高
齢
者
部
門
を
視

野
に
入
れ
た
整
備
も
必
要
と
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、都
市（
大
分
市
）一
極
集
中

を
避
け
る
為
に
も
、地
域
の
受
け
皿（
要
介
護

者・働
く
人
）と
な
る
核（
セ
ン
タ
ー
）作
り
を

す
る
必
要
が
あ
り
、ハ
ン
デ
ィ
の
有
無
は
関
係

な
く
年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の一
端
を
担
う

村
に
な
っ
て
行
く
事
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
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建設中の村の加工場

村
の
今
後
に
想
う

花のように “優しく 誠実に”

私たちはみのりの精神である慈愛・奉
仕・研究を基本精神とし地域・社会より
愛され、認められる法人をめざし社会
福祉事業の担い手として、地域・社会
へ貢献します。

経営理念

みのり 第91号 掲載内容

●

●

●

●

●

●

●

●

村の今後に想う
菩提樹まちかど交流サロン
「福ろう」オープン
東部圏域児童発達支援
ネットワークによる講習会 ほか
第14回福祉QC研究
発表会開催 ほか
職場における
介護スタッフ腰痛予防の取組み
新任職員紹介
決算報告、資格取得一覧 ほか
地域包括ケア推進の
現場視察へ ほか

1P
2P

3P

4P

5P

6P
7P
8P

大
木
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平
成
27
年
４
月
17
日（
金
）に
菩
提
樹
ま
ち

か
ど
交
流
サ
ロ
ン「
福
ろ
う
」が
オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。式
典
に
あ
た
り
、永
松
悟
杵
築
市
長
よ

り
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
拠
点

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。当
法
人
の
大
木
隆
理
事
長
は
サ
ロ

ン
完
成
ま
で
の
経
過
を
説
明
、皆
さ
ん
に
可
愛

が
っ
て
い
た
だ
け
る〝
福
ろ
う
〞を
目
指
し
、サ
ロ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ね
こ
の
手
」
さ
ん
の
協
力

も
得
て
育
て
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

〝
福
ろ
う
〞は
高
齢
者
の
方
を
中
心
と
し
た
寄

り
合
い
の
場
で
す
が
、お
子
様
か
ら
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

「
福
ろ
う
」
オ
ー
プ
ン

「
福
ろ
う
」
オ
ー
プ
ン

菩
提
樹
ま
ち
か
ど
交
流
サ
ロ
ン

「生活支援コーディネーター」の　田ユリ子さん

村の販売コーナー

理事長挨拶

まちかど交流サロンの目的まちかど交流サロンの目的

生活支援コーディネーターの役割とは生活支援コーディネーターの役割とは

高齢者等の孤立予防や世代間の地域交流を推進するため
の役割を担い、地域包括ケアシステムの一環として、お子
様から高齢者の方までの心と体の健康相談がまちかど交
流サロンであること、また、地域包括支援センターと地域
との連携拠点となり、そこに「生活支援コーディネーター」
を配し調整する事も大きな目的となります。

などがあります。つまり、地域の生活支援サービスを取りまとめ、促進して
いくリーダーという事になります。

1 市町村全域への生活支援サービスの
開発・普及や基盤整備を推進する役割

2 日常生活圏域等において圏域の
生活支援サービス提供団体間の連携協働を促進する役割

3 生活支援サービスの提供組織において
利用者さんへのサービスの提供を行う役割

主 な活 動

毎日１０：００～１５：００まで（日・祝日を除く）サロンを行っています。
どなたでも参加できますのでお気軽にお越しください。

管理栄養士
による栄養相
談や簡単調
理教室を行
います。

保健師や看
護師による健
康相談を行い
ます。

歯科衛生士
によるお口の
相談を行い
ます。 「福ろう」にて県歯科衛生士会が考案した

「お口元気体操」の様子が大分合同新聞
（H27.6.30）に掲載されました。

障がい者の方が
描いた作品です
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第
１
み
の
り
学
園
に
続
き
、今
年
の
年
度
末
に
、障
害
者

支
援
施
設 

白
百
合
園
が
、法
人
内
受
審
施
設
と
し
て
、「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
セ
ン
タ
ー
お
お
い
た
」の
第
三
者
評
価

を
受
審
し
ま
し
た
。ま
た
、社
会
福
祉
法
第
78
条
に
は
、社

会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
事
業
者
が
自
ら
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
は

そ
れ
を
担
保
す
る
方
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
情
報
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
職
員
間
で
話
し
合
い
努
力
し
て
い
き

ま
す
。27
年
度
は
菩
提
樹
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
既

に
受
審
致
し
ま
し
た
。

評
価
結
果
に
つ
い
て
は「W

A
M
 N
ET

」（
独
立
行
政
法
人

福
祉
医
療
機
構
）で
公
表
さ
れ
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
結
び
つ
け
ま
す

　

２
０
１
４
年
度
日
本
財
団
福
祉
車
両
助
成
事
業
に
お
い

て
、福
祉
車
両（
車
い
す
仕
様
車
）を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。送
迎
、行
事
等
に
、安
心
、安
全
を
心
掛
け
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。日
本
財
団
を
は
じ
め
、ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
謹
ん
で
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

【
事
業
名 

車
い
す
対
応
車
の
整
備
】【
整
備
車
両 

日
産
キ
ャ

ラ
バ
ン
】【
事
業
費
総
額 

２
６
３
万
円
】【
助
成
金
額 

２
１

０
万
円
】

大分合同新聞 平成27年4月8日朝刊 に掲載されました

白百合園 第三者評価 受審証明書

　

東
部
圏
域
児
童
発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
成
長
や
発

達
が
気
に
な
る
子
ど
も
が
地
域
で
安
心
し
て
必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。研
修
を
通
し
て
会

員
相
互
の
連
携
強
化
、施
設
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

東
部
圏
域
児
童

発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
講
習
会

東
部
圏
域
児
童

発
達
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
講
習
会

第
三
者
評
価

受
審
し
ま
し
た 

（
白
百
合
園
）

第
三
者
評
価

受
審
し
ま
し
た 

（
白
百
合
園
）

日
本
財
団
よ
り

福
祉
車
両（
車
い
す
仕
様
車
）
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

日
本
財
団
よ
り

福
祉
車
両（
車
い
す
仕
様
車
）
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

利
用
者
さ
ま
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

講習会の様子が大分合同新聞に掲載されました
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　福祉ＱＣ研究発表会を菩提樹２階ホー
ルで開催しました。障がい者支援施設、
高齢者施設、障がい福祉サービス事業所
から６グループが15分の持ち時間で活
動を発表し、質疑応答が活発に行われま
した。発表会審査結果は次の通りです。

福
祉
Ｑ
Ｃ
研
究
発
表
会
開
催

第
14
回（
平
成
27
年
２
月
）

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

　日本赤十字社大分県支部
の協力により救急法講習会を
開催しました。法人内各施設
より54名がＡＥＤを用いた心
肺蘇生の流れ等を受講しまし
た。（６月８日）

平
成
27
年
度
テ
ー
マ

【
未
来
へ
つ
な
ぐ
笑
顔
の
輪
】

第
32
回
み
の
り
村

つ
つ
じ
ま
つ
り

開
催
し
ま
し
た

　大分県東部保健所 衛生課 麻生花苗様を講師
に迎え、県内の食中毒発生状況とその内容、発生
原因となる細菌とそれぞれの予防対策、食中毒が
発生した時の対処方法についての講習がありまし
た。また、ＤＶＤで正しい手洗いの仕方を学習、実
践し、全員で確認し合いました。

食
中
毒
防
止
出
前
講
習
会

村の産物コーナー 会場入り口の様子

講習会の様子講習会の様子

● 

菩
提
樹 

施
設
サ
ー
ビ
ス
課

　「
す
っ
き
り
お
腹
で
今
日
も
元
気
〜
安
全
快
適
な
排
泄
を
行
う
」

● 

菩
提
樹
在
宅
支
援
課

　「
や
っ
ぱ
り
家
が
い
い
〜
自
分
の
家
で
自
分
ら
し
く
生
活
を
し
た
い
」

● 

白
萩
園

　「
日
中
活
動
の
充
実
を
図
る
〜
あ
ゆ
み
ク
ラ
ブ
」

● 

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「
誠
」

　「
え
む
ほ
の
歩
み
〜
え
む
ほ
の
思
い
と
私
た
ち
が
目
指
す
も
の
」

● 

第
１
み
の
り
学
園

　「
一
歩
前
進
〜
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
」

● 

第
２
み
の
り
学
園

「
ノ
ー
マ
ル
な
支
援
を
意
識
し
て
〜

  

暖
か
み
の
あ
る
環
境
づ
く
り
か
ら

  

暖
か
み
の
あ
る
支
援
へ
」

福祉ＱＣ発表会

救
急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
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椅子を浴槽から着脱した様子

椅子を個浴に入れた時の状態

（厚労省の介護労働環境向上奨励事業）

職場における介護スタッフ腰痛予防の取組み職場における介護スタッフ腰痛予防の取組み

　今年度より介護保険改正で入所対象者が介護度3以上となり、ご利用者の中重度化は加速、それ
に伴い、スタッフの負担もベッドの移乗、浴槽介助等々で増します。法人では介護労働者の身体的負
担を軽減するために、厚労省の介護労働環境向上奨励事業において下記の取組みをしています。

今後も介護、支援スタッフの身体的負担の軽減、職場環境の改善などを総合的に進め、介護スタッフの処遇改善の
向上を図っていきたいと考えております。

利用者様を安心・安全に・不安なく入浴介護をさせて頂く
ことができます。最初に椅子に座って頂き、そのまま浴槽
に移動し入浴します。スタッフの身体的負担の軽減にな
ります。

食事、排泄、入浴介助等はスタッフにとっては重労働で、
腰痛、肩こり等の原因になります。介護スタッフが装着し
て負担を助ける介護ロボットを導入する計画です。
（介護・健康寿命と題して菩提樹を取材されました。）

リフト付き
シャワーキャリー2台を導入

腰痛を軽減させる
介護ロボットの導入（計画）1 2
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新 任 職 員 紹 介 ①名前　②配属先　③長所　④最近ハマっている事

新年度、24名の方が入職されました。宜しくお願いします。

平成28年度採用についてのお知らせ　ホームページに随時、就職フェア情報を掲載致します。総務人事課より

田川 有紀①

②
③
④

第１みのり学園

DVD観賞
体力がある

宇都宮 美樹①

②
③
④

第１みのり学園

片付けの本を読み、
今は部屋の片付

何事にも前向きに取り組む

岡本 直之①

②
③
④

第１みのり学園

テニスを週２・３回する事
何事にも、とりあえず頑張る

鶴田 愛①

②
③
④

第２みのり学園

1人でデパートへ
行き買物をする

いつも笑顔で明るくする

山本 圭祐①

②
③

④

第２みのり学園

温泉巡りを週1回する

何にでも真面目に
取り組む姿勢

長野 美紗季①

②
③
④

白百合園

猫と散歩すること
気が長い

清松 香南①

②
③
④

白百合園

温泉に行くこと
いつも明るく積極的に動く

溝渕 将幸①

②
③
④

白萩園

一人カラオケと
美味しいお店探し

切替えの早さと身長の高さ

阿部 貴雅①

②
③
④

白萩園

読書、パソコンでネット、
サーフィン

明るく誰とでも話せる

久保井 彩香①

②
③
④

白萩園

バンド「SHISHAMO」
誰にでも笑顔で接する

岩尾 美穂①

②
③
④

白萩園

最近飼い始めたウサギと遊ぶ
こと、入浴剤集め

負けず嫌い、きれい好き

久保 明日華①

②
③
④

白萩園

紅茶、必ずストレートで飲む
明るく元気な所

河野 世里香①

②
③
④

白萩園

ヨーグルトを食べる
何事にも真剣に取り組む

坂本 哲也①

②
③
④

菩提樹

運動する、観る事、高校、大学
の頃聴いていた音楽

前向きに明るく粘り強く取り組む

金丸 由美子①

②
③
④

菩提樹

ドライブに行き
地元の美味しいものを食べる

「なんとかなるだろう」と考える

古庄 由季①

②
③
④

菩提樹

音楽を聴くこと、
スポーツ観戦、映画

元気で明るい

手嶋 夏紀①

②
③
④

菩提樹

寝る前のストレッチ
何事も挑！チャレンジ精神旺盛！

粟田 至①

②
③
④

菩提樹

映画アニメの観賞、日々の運動
滅多に怒らない事、人を責めない

豊田 律子①

②
③

④

「風と樹々と空と」

みのり村で育った野菜で料理作り

大らかで細かいことは
気にならない

　田 ユリ子①

②
③
④

菩提樹

20数匹のねこ達とのコミュニケ
ーション、寸暇を惜しんでの旅行

地域の方々とのコミュニケーション

後藤 萌①

②
③
④

みのりスマイル

音楽を聴いたり、
好みの楽曲を探すこと

毎日コツコツ マイペース

佐藤 亜衣①

②
③

④

菩提樹

飼っている犬と遊ぶこと

人見知りをせず
誰とでも笑って話せる

木付 江美①

②
③
④

白萩園

読書をすることで、
文芸書を好んで読んでいる

何事も前向きに考えられる

髙森 一暢①

②
③
④

本部

シルバーアクセサリー
何事もコツコツと努力する
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役職名施設名

事業活動計算書の要旨 （単位：円）平成26年度 決算貸借対照表の要旨 （単位：円） 資金収支計算書の要旨 （単位：千円）

平成26年度 資格取得一覧

部所　属 氏　名 資格名

第１みのり学園 田 川 　 恵 理 介護福祉士

第１みのり学園 介護福祉士

第１みのり学園 介護支援専門員

第2みのり学園 介護福祉士

白百合園 介護支援専門員

みのりスマイル 介護福祉士

ワークセンター誠 介護福祉士

ワークセンター誠 介護福祉士

ワークセンター誠 介護福祉士

白萩園 介護福祉士

白萩園 社会福祉士

菩提樹 介護福祉士

菩提樹 介護福祉士

菩提樹 介護福祉士

風と樹々と空と 精神保健福祉士

風と樹々と空と 介護福祉士

本部 防災士

みのりスマイル 防災士

菩提樹 防災士

田 中 可 奈 子

森 﨑 　 浩 紀

粟 納 　 由 江

佐 藤 　 洋 子

尾 花 　 孝 也

井 上 　 竜 樹

渡 辺 　 真 也

糸 永 み ち よ

田 辺 美 代 子

新 森 　 優 美

坂 西 美 和

河 野 　 　 理

中 原 　 章 价

日 野 あ さ 与

大 木 　 　 隆

清 原 　 和 典

河 合 　 秀 典

森 永 　 綾 乃

平成27年度体制です（課長以上）。宜しくお願い致します。

科　目

流動資産

金　額

1,100,945

科　目

サービス活動収益

金　額

1,530,688

サービス活動費用 1,253,206

サービス活動増減差額 277,482

サービス活動外収益 15,624

サービス活動外費用 842

サービス活動外
増減差額 14,782

特別収益 113,806

特別費用 132,088

特別増減差額 -18,282

当期活動増減差額 273,982

前期繰越活動増減差額 1,717,653

当期末繰越活動
増減差額 1,991,635

基本金取崩 0

その他の積立金取崩 1,361

その他の積立金積立額 96,497

次期繰越活動増減差額 1,896,499

固定資産 1906180

その他の固定資産 2,030,343

資産の部合計 2,030,343

資産の部

流動負債 59,624

固定負債 213,069

負債の部合計 272,693

負債の部

基本金 544,867

国庫補助金等特別積立金 777,875

その他の積立金 1,545,534

次期繰越活動増減差額 1,896,499

負債及び純資産の部合計 5,037,468

純資産の部

サービス
活動
増減

サービス
活動外
増減

特別
増減

繰越
活動
増減
差額

科　目 金　額

事業活動支出 1,154,467

事業活動資金
収支差額 391,845

施設整備等収入 0

施設整備等支出 63,153

施設整備等資金
収支差額 -63,153

その他の活動による
収入 72,642

その他の活動支出 175,648

その他の活動資金
収支差額 -103,006

当期資金 225,686

前期末支払資金残高 815,188

施設
整備等
による
収支

その他
の活動
による
収支

当期末支払資金残高 1,040,874

事業活動収入 1,546,312

事業
活動
による
収支

日出
障がい
福祉部

● 第１みのり学園

● 第２みのり学園

施設長補佐
大木 昌太郎

施設サービス児童課長
児島 喜代子

● 白百合園

所長 古庄 せつ子● みのりスマイル

● プリンちゃん

高齢者
福祉部

本部

施設長
副施設長
施設サービス課長
事務長

大木 　　隆
大石 　悦生
榮木 たまみ
生山 　恭子

● 菩提樹
施設サービス課

管理者 阿部 勢津子● 菩提樹在宅支援課

課長 松岡 　敬一● 総務人事課

杵築
障がい
福祉部

施設長
副施設長
事務長

田代 　一郎　
河野 　節二
川崎 　郁子

● 白萩園

管理者
企画課長

田代 　一郎
尾花 　孝也

● ワークセンター
「誠」

施設長
兼管理者

廣岡 とよみ

事務長
後藤 　敬子
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平
成
27
年
度
〜
28
年
度 

大
分
県
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
総
会
に
お
い
て
大
木
理
事
長
が
会
長
に
選
任
さ
れ
、こ

の
程
就
任
致
し
ま
し
た
。

※写真掲載等には、
　ご本人様の了解を得ております。

〒８７３-００１３
大分県杵築市大字日野１９２１の７
ＴＥＬ　０９７６-６６-１２００
ＦＡＸ　０９７８-６２-２９７４
ＵＲＬ　http://www.minorimura.or.jp/
メール　info@minorimura.or.jp

編集・発行／本部総務人事課

編集後記

障
が
い
児
か
ら
就
労
、そ
し
て
老
後
ま
で
の
安
心
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

当広報誌９１号の作成にこれから携わっ
てまいります。新緑・新芽の美しい季節
になってきました。自然豊かなみのり村
キャンパスには、はっとしてしまうほど
美しい場所がそこかしこにあります。皆
さんもお気に入りの場所を見つけてい
ますか。私は冬枯れの木々が芽吹き鮮
やかな緑色になるこの時季、いつも自
問自答させられることがあります。「今
年の目標は大丈夫かな？」です。この自
問自答は紅葉の季節にも感じさせてく
れます。人が自然の魅力を感じ、自然が
人の心を動かしてくれることに偉大さを
感じます。人間・動物が自然から学ぶこ
とはたくさんあります。そう思うと、コウ
ノトリが～じゃなく、自然に出会うために
生まれてきたのではと感じることがあり
ます。皆さんに感謝

（広報室）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

特別養護老人ホーム 菩提樹
ショートステイ事業
菩提樹デイサービスセンター「風と樹々と空と」
ケアプランセンター ぼだいじゅ
ホームヘルパーステーション ぼだいじゅ
配食サービス
在宅介護支援センター ぼだいじゅ
えむほ ガーデン
障がい児入所施設 第1みのり学園
児童発達支援センター「プリンちゃん」
障がい者支援施設 第2みのり学園
障がい者支援施設 白百合園（女性）
障がい福祉サービス事業所 みのりスマイル
みのり障がい者生活支援センター
障がい者支援施設 白萩園
障がい福祉サービス事業所 ワークセンター「誠」
グループホーム みのり村
しらはぎ障がい者生活支援センター
みのり村介護・福祉タクシー
菩提樹まちかど交流センター「福ろう」

総合福祉ケアサポートセンターみのり村

○ 

大
木
理
事
長
の
会
長
就
任

　5月25日第１回法人役員会を開催。
事業計画や決算について承認をいただ
きました。

○ 

平
成
27
年
度
役
員
会
開
催

お
知
ら
せ

役員会の様子

熱心に聞き入るメンバーの方々

敷地内外を視察されました

　
市
会
議
員（
産
業
厚
生
委
員
会
）メ
ン
バ
ー
10
名
が
来
村

さ
れ
、主
に
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
勉
強
致
し
ま
し
た
。

理
事
長
は
法
人
の
設
立
趣
旨
、沿
革
、歴
史
を
述
べ
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
看
取
り
や
、認
知
症
の
方
へ
の
理
解
、

障
が
い
者
施
設
の
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
。敷
地
内
を
散
策
、福
祉
の
課
題
等
に
触
れ
、町
中
の

交
流
サ
ロ
ン
に
足
を
運
び
、そ
の
後
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

高
知
県 

安
芸
市
議
会
来
村

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

後
藤
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。皆
様
方
の
お
口

に
合
わ
れ
ま
し
た
こ
と
、大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。豊
後
梅

楽
し
み
で
す
ね
。

（
千
葉
県
千
葉
市
在
住
）

農
場
へ
の
お
便
り

農
場
へ
の
お
便
り

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の

現
場
視
察
へ

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の

現
場
視
察
へ


